レポート作成講習会　資料

【目 的】

　自然科学を学ぶ研究者／技術者／学生は、実験結果を科学論文や技術レポートなどにまとめ、自らの考えや発見が正当であることを主張しなければならず、実験を行うことと同様に重要な作業でもある。そのためには他人に理解してもらい、論述の展開が正しいと判定してもらえるように、最大限の努力を払ったレポートを作成する必要がある。ここでは、実験レポートを作成する際に必要となり、是非とも知っておかなければならない基本事項を身につけることを目的とする。

【パソコンでレポート作成する際によく用いられる初級ソフトウェア】

文章　　　　　　　・・・マイクロソフトWord

表計算およびグラフ・・・マイクロソフトExcel

模式図　　　　　　・・・マイクロソフトPowerPoint、アドビIllustrator

【実験レポート作成における基本事項】

　論理的文章を書く場合、読み手（例えば指導教員）が理解しやすいように、事前に文章の構成と展開を組み立てる準備が必要となる。実際には、「表紙」→①はじめに（目的）→②実験方法→③結果→④考察→⑤結論→⑥参考資料・文献、の流れに沿って書き進める。文体は「だ。である。」調で書く。

表 紙

・本テキスト１ページを参照せよ。

① はじめに（目的）

· 取り上げる問題（テーマ）は何か具体的に示す（問題提起）。

· 実験の測定原理など記述する。

· 何故その実験方法を選んだのか？

· 理論式など重要な式には後に参照しやすいように通し番号をつける。

② 実験方法

· 簡潔にわかりやすく「過去形」で書く。

· 必要に応じて実験装置や手順を図解する。

· 使用機器・試薬は、名称・形式・精度（純度）など、結果を得るためや考察で必要となる事項を記す。

③ 結果

· 得られた結果はグラフにしてみる。数値列では見えない何かが見える。

· 実験値を処理した場合は有効数字で書く。単位を忘れずに。

· 「かなり」「ほとんど」「わずか」「非常に」など使わない。定量的に。

· 実験事実は過去形で記述する。

④ 考察

· 感想ではなく、意見を書く。その際、根拠を明確にすること。

· 自分の主張の手助けとなる図表を作成するように工夫する。

· データの信頼性（誤差）と限界に関して述べる。不可思議なデータが出た場合はその理由を考える。

· 必要に応じて参考資料・文献を引用する。

⑤ 結論

· 成果やうまくいった点を強調する。

· 「はじめに」で書いた内容と整合性に注意する（目的の達成度）。

⑥ 参考資料・文献

· レポート文章中で引用したり、参考にした資料・文献のリストを載せる。

· 参考文献は､通し番号に続いて“著者, 書名, ページ, 出版社（出版年）”の順に書く。本文中で参考・引用した箇所の肩に文献番号を対応させて付す1)。

1)  木下是雄，「理科系の作文技術」，p.175 –178，中央公論新社（1982）．

【グラフ・表の書き方】

　グラフや表の書き方には「番号を付け、軸ラベル・キャップション(タイトル)を書き入れる」などの決まりがある。参考書に載っている例を見たり、スタッフに頼んで本物の論文を見せてもらったりして正しい描き方（美しく、一目見れば現象を理解できるような作図）を修得すること。

・グラフは方眼紙に書くか、コンピュータで作図するかして、なるべく正確なものを作成する。ふつうのレポート用紙に書くのは不可。

・グラフと表それぞれに通し番号を付ける。

・直線や曲線はフリーハンドで書いてはいけない。必ず、直線定規や雲型定規、自在定規などを用いる。
・長さLをメートル単位で示すときはL (m)や L/mなどとする。

・理論式が存在する場合、理論式と実験値の比較を行う。

・いくつかの点や線を重ねて表示する際、それらの区別を明示する。

・本文中でどこにも出てこない図は存在しないも同然である。グラフや表は本文のどこかで番号を用いて参照し、“そのグラフや表から何が分かるか”を説明する。
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図１．△△試料の線膨張率の温度依存性

線膨張率　(％)

温度　T  ( ℃ )
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× 縦軸と横軸の説明（軸ラベル）が無い。


× 縦軸と横軸のスケール間隔が悪い。


× 何を示した図なのか図のタイトルが無い。


× 目盛り数値の有効数字が不適切。
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○ エラーバーをつけるのは良い。


○ 図中のフォントは本文中のものとは変える。


○ 縦・横軸には等間隔に目盛りを内側に付け、有効数字に留意し数値を書き入れる。


○ 実験値のプロットは（○、●、△、■などを用い）大きくはっきりと書く。








悪い例





軸ラベルはそれぞれの軸の中央に単位を付けて書き、タイトルはグラフの下に書く。








表１．材料の特性


試料名�
CS1A�
WS1�
P20�
�
ヤング率 (GPa)�
320�
515�
202�
�
ポアソン比�
0.32�
0.22�
0.28�
�
密度 (kg/m3)�
8200�
10030�
9200�
�






表のタイトルは　表の上に書く。








良い例
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